
東京家政大学女性未来研究所は、建学の精神である「自主自律」の道を歩み、生活信条である「愛情・
勤勉・聡明」を実践できる女性を育成するとともに、グローバル時代にふさわしい、女性の社会
貢献を探求することを目的として、2014年 4月より当大学板橋キャンパスに設置されました。初
代所長として樋口惠子名誉教授が就任いたしました。
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十条門

正門
120周年記念館

卒業後の人生について卒業生アンケートを実施したところ、様々な場所でいろいろな仕事をしながら、それぞれの
人生を堅実に精一杯に生きている家政の先輩たちからの声が沢山寄せられました。この「先輩」たちからの
メッセージをご紹介しながら、日々の普通の生活の楽しさ、当たり前の人生の深さを学ぶ機会を持ちたいと思います。

第１部では、『Olive』『ku:nel』の編
集長として普通の生活の楽しさ美し
さを教えてくださり、今は「人生の
先輩に聞く」雑誌『つるとはな』を
作っていらっしゃる岡戸絹枝さん
に、雑誌を作るお仕事のこと、「普通」
の素晴らしさや面白さ、今まで出
会った先輩のことなど、伺いたいと
思います。

日時：平成 28年 10月 23日(日)
 13：00～16：00（開場 12：30）
場所：東京家政大学 板橋キャンパス
 120 周年記念館２階 120-2C 講義室

交通アクセス
◆JR埼京線「十条駅」下車徒歩５分
◆都営三田線「新板橋駅」
　  下車徒歩 12 分
◆JR 王子駅より国際興業バス
　「板橋駅」行き８分、
　バス停「区境」下車徒歩１分

※お車での来校はお控え下さい。

「普通の人生・生活・生き方からこそ学ぶ」

第２部　座談会  「 教えてください、先輩！」

第１部　インタビュー  「 人生の先輩に聞く」

岡戸 絹枝 氏  (ゲスト)「つるとはな」編集長
1955年埼玉県生まれ。立教大学文学部卒業。81
年マガジンハウス入社。『週刊平凡』『Hanako』
『Olive』等の編集を経て98年から『Olive』編
集長。02年『ku:nel』を創刊、編集長。10年マ
ガジンハウス退社。14年『つるとはな』を創刊。

アンケートに寄せられた先輩からのメッセージです。本当にそうなの？この先、どうなるの？今何をやっておいたらいいの？
第 2部では、家政の先輩からのメッセージを紹介しながら、後輩世代のリアルな質問を、樋口恵子所長をはじめ、

女性未来研究所の先生方にぶつけてみたいと思います。会場からの質問も大歓迎です！

過ぎたがまんを
してはいけない。

育児は大変ですが子供は可愛いです。

若い頃に理想としていた
じぶんとは違った生活をして
いるが、それはそれで幸せ。

次は何をしようか、私自身もまだ考え中です。

入場無料申込不要

定員
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